
　　　　

令和７ 年 3 月 31 日

（平日）

（学校休業日）

８

８
時

３０
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分から

１８

１７
時

００

３０
分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

・夏祭り・ハロウィン・焼き芋パーティー・クリスマス会・節分等、季節に応じた活動

・学校の長期休みを利用し、課外活動・外食体験・公共交通機関を使った外出活動など

・月一回程度、手作りおやつ

家族支援
・年2回以上の面談の実施しています。

・ご家族からの相談対応、助言等行っています。
移行支援

・学童クラブ等と併用している場合における併用先との連携をしていま

す。

地域支援・地域連携 ・学校や併用先と様子や支援に関する情報共有を行います。 職員の質の向上

・（事業所内）虐待研修、感染症対応研修、障害特性に関する研修実施

・（外部研修）虐待研修、強度行動障害研修、アンガーマネジメント

　　研修等に参加し、質の向上に努めています。

支　援　内　容

・ご家庭や学校と連携を図り、健康状態の把握や生活リズムの維持、形成を行います。

・排泄、着脱、手洗い、整理整頓等の日常動作取得を支援します。

・感覚統合遊び、感触遊び、運動療育、創作活動などを通し、五感を育みます。

・運動プログラムでは反射能力や身体能力や体力向上を図ります。

本

人

支

援

・始まりの会で日付、天気の把握と当日の活動プログラムの確認を行い、感覚・数・時間の認知形成を図ると共に、見通しを持ち安心して過ごせるよう支援します。

・遊びやゲームを通し、空間認知や適切な行動形成、認知の偏りへの配慮を行っていきます。

・終わりの会で活動の振り返りと自分の感想（気持ち）の発表する時間を作り、言語表出の練習及び、他者への共感や聴く力を養います。

・ソーシャルスキルトレーニング活動や遊びを通し、相手の気持ちを知ることや適切な言葉選び、言葉のキャッチボール等、コミュニケーション能力の向上を図ります。

・同じ空間で過ごす中、一人遊びから共同遊びへの支援を行います。

・季節行事やイベント、外出活動を通し、社会的ルールマナーの構築していきます。

・図書館やスーパーでの買い物体験等を行い、施設の使い方やお金の計算、支払いなど様々な体験を通し社会性を養います。

支援方針

（生活）　　　　　　　その子が抱える苦手な部分に丁寧に関わり、自立を育みます

（コミュニケーション）感じ方、考え方の違いを認め合い、育ち合いを見守ります

（心・体）　　　　　　さまざまな経験から、運動機能、感覚機能を楽しみながら身につけます

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

そうぞう　～いきる力～

「そのままの自分」を受け入れてもらえると心の根っこ「自己肯定感」が育まれます。

 子どもたちのきらきら光る個性を大切にし「得意なことを伸ばすことによって、苦手なことも引き上げる」私たちは楽しい療育を大切にします。

事業所名 むくむくの森　森のそら 作成日支援プログラム


